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かれた図書館として、最近、子供も含め対象者を広げてきた。地域の人にも広く知って頂くため、これまで大学生 みならず、地域の歩く会のグループにも呼びかけ、各種展示がある時などに、数回案内してきた。彼等は、近隣のＯＶＴＡや放送 の訪問経験はあるが、研究所へは初めてで、図書館の存在や、誰でも入館できることを知らなかった者が大半であった。専門あることから、利用者がある程度限ら るのはやむを得ない 、利用者が少ないと感じた者も少なくなかったよう 。しかし、こ 図書館 知ったことにより、家族や友人などに 情報が広がる可能性は小さくない。研究所の移転の際には、各種新聞のみならず、地域の新聞 どにも記事が掲載された。近隣地域 利用者 広げるに広報活動も時々行うことが重要であると思われる。来館者へは研究所 講演会などの案内も含めて行えば、研究所や がより身近に感じられることとなろう。
自宅から近い研究所の図書館は、退職後
も時々利用させて頂いている 最近では、インターネットの情報が豊富に り、統計年鑑などを利用できる国もあるが、アジア、アフリカ、ラテンアメリカ諸国の人口セン
サスなど各種統計調査や、政治社会経済問題に関する各種単行本、各国の研究雑誌・新聞などが多種にわたり利用できる所は、研究所の図書館をおいて日 には無く、利用者にとって大変ありがたく思っている。かつて、アジアの研究者 、自国の統計書が一九五〇年代以降時系列に整備され 現地語の研究書や雑誌 各種書物がそろている図書館を見て、感嘆していた様子が記憶に新しい。経費削減の折柄、地道 現地の資料を収集・整備することは容易でないが、どこ でもある図 館では い専門図書館としての特性を維持して頂くことを切に願っている。
研究所の図書館の利用の際は、事前に必
要図書を検索し から訪問する。新刊図書案内が地域別にインターネットで利用でき普段よく利用する図書は 登録しておけば、その都度メール連絡があるので便利 ある開架式である図書館は、探 本のみならず、関連する本も同じ棚に見つけることができるの 便利である。 を探すのに時々、不便に感じることは、書庫の表示がたまに来る外部利用者にはわかりづらく、広い館内を探し回ることも少なくない。書庫の表示を地域・国名のみならず分類番号も、より大きな字で 多くの箇所に案内表
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